
(57)【要約】

【課題】フォトニッククリスタルファイバに光をシング

ルモードで伝送させる。

【解決手段】長手方向に延びる中実のコア１１と、コア

１１を覆うように設けられコア１１に沿って延びる複数

の細孔１２ａによりファイバ横断面において所定格子パ

ターンが形成されてファイバ半径方向にフォトニック結

晶構造が構成されたクラッド１２と、を備えたフォトニ

ッククリスタルファイバ１０の細孔１２ａの孔ピッチを

Λ及び孔径をｄ、並びに、コア１１に伝送させる光の波

長をλとして下記関係式で定義される規格化周波数Ｖｅ

ｆｆが４．１～１２．０となるようにコア１１に光を伝

送させる。

【数Ａ】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
長 手 方 向 に 延 び る 中 実 の コ ア と 、 該 コ ア を 覆 う よ う に 設 け ら れ 該 コ ア に 沿 っ て 延 び る 複 数
の 細 孔 に よ り フ ァ イ バ 横 断 面 に お い て 所 定 格 子 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て フ ァ イ バ 半 径 方 向 に
フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 構 造 が 構 成 さ れ た ク ラ ッ ド と 、 を 備 え た フ ォ ト ニ ッ ク ク リ ス タ ル フ ァ イ
バ の 該 細 孔 の 孔 ピ ッ チ を Λ 及 び 孔 径 を ｄ 、 並 び に 、 該 コ ア に 伝 送 さ せ る 光 の 波 長 を λ と し
て 下 記 関 係 式 で 定 義 さ れ る 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １ ２ ． ０ と な る よ う に 該 コ ア
に 光 を 伝 送 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 光 の 伝 送 方 法 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 の 伝 送 方 法 に お い て 、
上 記 フ ォ ト ニ ッ ク ク リ ス タ ル フ ァ イ バ は 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が
０ ． ４ ５ よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 光 の 伝 送 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 の 伝 送 方 法 に お い て 、
上 記 フ ォ ト ニ ッ ク ク リ ス タ ル フ ァ イ バ の 細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） が 光 の 波 長 （ λ ） よ り も 大
き い こ と を 特 徴 と す る 光 の 伝 送 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 の 伝 送 方 法 に お い て 、
上 記 フ ォ ト ニ ッ ク ク リ ス タ ル フ ァ イ バ は 、 偏 波 保 持 手 段 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 光 の 伝 送 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ ォ ト ニ ッ ク ク リ ス タ ル フ ァ イ バ （ 以 下 「 Ｐ Ｃ Ｆ 」 と い う ） を 用 い た 光 の 伝 送
方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ｐ Ｃ Ｆ と し て 、 長 手 方 向 に 延 び る 中 実 の コ ア と 、 そ の コ ア を 覆 う よ う に 設 け ら れ コ ア に 沿
っ て 延 び る 複 数 の 細 孔 に よ り フ ァ イ バ 横 断 面 に お い て 所 定 格 子 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て フ ァ
イ バ 半 径 方 向 に フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 構 造 が 構 成 さ れ た ク ラ ッ ド と 、 を 備 え た も の が あ る 。 か
か る Ｐ Ｃ Ｆ を シ ン グ ル モ ー ド 動 作 さ せ る た め に は 、 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ２ ． ４ ０ ５ よ
り も 小 さ く な け れ ば な ら ず 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が ０ ． ４ ５ よ り
も 大 き い も の の 場 合 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） を 伝 送 光 の 波 長 （ λ ） よ り も 十 分 小 さ く す る
必 要 が あ る こ と を 示 唆 す る 報 告 が な さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 Ｐ Ｃ Ｆ を 一 般 の 光 フ ァ イ バ に 接 続 す る こ と を 考 慮 す れ ば 、 Ｐ Ｃ Ｆ の コ ア 径 は 大 き い
こ と が 好 ま し い 。 細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） と コ ア 径 と が 略 等 し い Ｐ Ｃ Ｆ で は 、 コ ア 径 を 大 き
く す る と そ れ に 伴 っ て 細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） も 必 然 的 に 大 き く な る 。 従 っ て 、 従 来 か ら の
知 見 に よ れ ば 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が ０ ． ４ ５ よ り も 大 き い Ｐ Ｃ
Ｆ に 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） よ り も 小 さ い 波 長 （ λ ） の 光 を シ ン グ ル モ ー ド で 伝 送 さ せ る
こ と は 不 可 能 で あ る と 考 え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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ま た 、 下 記 非 特 許 文 献 ２ に は 、 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ よ り 小 さ け れ ば 、 光 を シ ン
グ ル モ ー ド で 伝 送 さ せ る こ と が で き る と い う こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
バ ー ク ス ら （ Ｔ ． Ｂ ｉ ｒ ｋ ｓ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ） ， オ プ テ ィ カ ル レ タ ー （ Ｏ ｐ ｔ ． Ｌ ｅ ｔ ｔ
． ） ， 第 ２ ２ 巻 （ ｖ ｏ ｌ ． ２ ２ ） ， ｐ ． ９ ６ １ ， １ ９ ９ ７ 年
【 非 特 許 文 献 ２ 】
バ ー ク ス ら （ Ｔ ． Ｂ ｉ ｒ ｋ ｓ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ） ， Ｏ Ｆ Ｃ １ ９ ９ ９ ， ｐ ｐ ． １ １ ４ － １ １ ６
” Ｔ ｈ ｅ 　 ａ ｎ ａ ｌ ｏ ｇ ｙ 　 ｂ ｅ ｔ ｗ ｅ ｅ ｎ 　 ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｎ ｉ ｃ 　 ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 ｆ ｉ
ｂ ｅ ｒ ｓ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｓ ｔ ｅ ｐ 　 ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ 　 ｆ ｉ ｂ ｅ ｒ ｓ ”
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 出 願 は 、 Ｐ Ｃ Ｆ に 光 を シ ン グ ル モ ー ド で 伝 送 さ せ る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １ ２ ． ０ の 範 囲 に お い て も Ｐ Ｃ Ｆ が シ ン
グ ル モ ー ド 動 作 す る こ と を 見 出 し て 本 発 明 に 想 到 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 長 手 方 向 に 延 び る 中 実 の コ ア と 、 該 コ ア を 覆 う よ う に 設 け ら れ 該 コ ア に 沿 っ て
延 び る 複 数 の 細 孔 に よ り フ ァ イ バ 横 断 面 に お い て 所 定 格 子 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て フ ァ イ バ
半 径 方 向 に フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 構 造 が 構 成 さ れ た ク ラ ッ ド と 、 を 備 え た フ ォ ト ニ ッ ク ク リ ス
タ ル フ ァ イ バ の 該 細 孔 の 孔 ピ ッ チ を Λ 及 び 孔 径 を ｄ 、 並 び に 、 該 コ ア に 伝 送 さ せ る 光 の 波
長 を λ と し て 下 記 関 係 式 で 定 義 さ れ る 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １ ２ ． ０ と な る よ
う に 該 コ ア に 光 を 伝 送 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 光 の 伝 送 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １ ２ ． ０ の よ う に 大 き い と 、 光 の 閉 じ 込 め 作 用 が 強 い の
で 、 光 の 損 失 を 極 め て 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 実 効 ク ラ ッ ド 屈 折 率 と は 、 ク ラ ッ ド の 格 子 空 孔 配 列 が 無 限 に 広 が っ た 空 間 に 存 在
す る 基 本 モ ー ド Ｆ Ｓ Ｍ （ Ｆ ｕ ｎ ｄ ａ ｍ ｅ ｎ ｔ ａ ｌ 　 Ｓ ｐ ａ ｃ ｅ － ｆ ｉ ｌ ｌ ｉ ｎ ｇ 　 Ｍ ｏ ｄ
ｅ 　 ） の 実 効 屈 折 率 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 光 の 伝 送 方 法 は 、 上 記 Ｐ Ｃ Ｆ が 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が
０ ． ４ ５ よ り も 大 き い も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が ０ ． ４ ５ よ り も 大 き い ほ ど に コ ア － ク ラ ッ
ド 間 の 屈 折 率 差 が 大 き い と 、 フ ァ イ バ の 曲 げ に よ る 損 失 を 少 な く す る こ と が で き る と 共 に
、 開 口 数 （ Ｎ Ａ ） が 大 き い こ と か ら 、 光 の 入 射 角 に 対 す る 許 容 範 囲 を 広 く と る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 光 の 伝 送 方 法 は 、 上 記 Ｐ Ｃ Ｆ の 細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） が 光 の 波 長 （ λ ） よ り も 大
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き い も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
細 孔 の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） が 光 の 波 長 （ λ ） よ り も 大 き く 、 コ ア 径 が 通 常 の 光 フ ァ イ バ の も の
程 度 ま で 大 き け れ ば 、 通 常 の 光 フ ァ イ バ と 接 続 し た と き の 接 続 損 失 を 小 さ く す る こ と が で
き る こ と に 加 え 、 光 入 射 位 置 と Ｐ Ｃ Ｆ 受 光 位 置 と の ず れ に 対 す る 許 容 範 囲 を 広 く と る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 光 の 伝 送 方 法 は 、 上 記 Ｐ Ｃ Ｆ に 偏 波 保 持 手 段 が 構 成 さ れ て い る 場 合 に 特 に 有 用 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
つ ま り 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 計 測 器 ・ セ ン サ 用 途 や 光 伝 送 路 用 途 と し て 光 信 号 を 安 定 し
て 伝 送 す る こ と が で き 、 ま た 、 光 軸 を 合 わ せ る こ と に よ っ て レ ー ザ 光 源 か ら の レ ー ザ 光 を
適 正 に 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ こ で 、 偏 波 保 持 手 段 と し て は 、 コ ア の 断 面 形 状 を 楕 円 と す る こ と や コ ア に 隣 接 し た 細 孔
の う ち の 一 部 の 孔 径 を 大 き く す る こ と 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 形 態 １ ）
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ で 用 い る Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ は 、 全 体 が 純 石 英 製 の も の で あ り 、 フ ァ イ バ 中 心 を な す コ ア １ １ と 、 コ ア
１ １ を 被 覆 す る よ う に 設 け ら れ た ク ラ ッ ド １ ２ と 、 ク ラ ッ ド １ ２ を 被 覆 す る よ う に 設 け ら
れ た 被 覆 部 １ ３ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
コ ア １ １ は 、 光 の 伝 送 路 と し て の 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ク ラ ッ ド １ ２ は 、 コ ア １ １ に 沿 っ て 延 び る 複 数 の 細 孔 １ ２ ａ に よ り フ ァ イ バ 横 断 面 に お い
て 三 角 格 子 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て フ ァ イ バ 半 径 方 向 に フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 構 造 が 構 成 さ れ て
実 効 ク ラ ッ ド 屈 折 率 が 純 石 英 よ り も 低 い も の と な っ て お り 、 こ れ に よ っ て ク ラ ッ ド １ ２ で
囲 わ れ た コ ア １ １ に 光 を 閉 じ 込 め る 機 能 を 果 た す 。 ク ラ ッ ド １ ２ の 三 角 格 子 パ タ ー ン は 、
細 孔 １ ２ ａ の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が ０ ． ４ ５ よ り も 大 き く な る よ う に 孔
径 （ ｄ ） 及 び 孔 ピ ッ チ （ Λ ） が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
被 覆 部 １ ３ は 、 コ ア １ １ 及 び ク ラ ッ ド １ ２ を 被 覆 保 護 す る 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 以 上 の Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ に 下 記 関 係 式 で 定 義 さ れ る 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １
２ ． ０ と な る よ う に コ ア １ １ に 光 を 伝 送 さ せ る と 、 そ の 光 の 伝 送 が シ ン グ ル モ ー ド 動 作 で
行 わ れ る 。 な お 、 こ の と き 、 伝 送 さ れ る 光 の 波 長 （ λ ） は 、 Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ の 細 孔 １ ２ ａ の 孔
ピ ッ チ （ Λ ） よ り も 短 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 数 ３ 】
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【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 の よ う な Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ に 波 長 （ λ ） の 光 を 伝 送 さ せ れ ば 、 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ．
１ ～ １ ２ ． ０ の よ う に 大 き い こ と か ら 光 の 閉 じ 込 め 作 用 が 強 い の で 、 光 の 損 失 を 極 め て 少
な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 細 孔 １ ２ ａ の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が ０ ． ４ ５ よ り も 大 き い ほ ど に
コ ア １ １ － ク ラ ッ ド １ ２ 間 の 屈 折 率 差 が 大 き い の で 、 フ ァ イ バ の 曲 げ に よ る 損 失 を 少 な く
す る こ と が で き る と 共 に 、 開 口 数 （ Ｎ Ａ ） が 大 き い こ と か ら 、 光 の 入 射 角 に 対 す る 許 容 範
囲 を 広 く と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 細 孔 １ ２ ａ の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） を 光 の 波 長 （ λ ） よ り も 大 き く 、 コ ア 径 が 通 常 の 光
フ ァ イ バ の も の 程 度 ま で 大 き け れ ば 、 通 常 の 光 フ ァ イ バ と 接 続 し た と き の 接 続 損 失 を 小 さ
く す る こ と が で き る こ と に 加 え 、 光 入 射 位 置 と Ｐ Ｃ Ｆ 受 光 位 置 と の ず れ に 対 す る 許 容 範 囲
を 広 く と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 具 体 的 に 行 っ た 実 験 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 実 験 １ ＞
実 験 １ に 用 い た Ｐ Ｃ Ｆ は 、 本 実 施 形 態 １ の も の と 同 様 の 構 成 で 、 細 孔 の 孔 径 （ ｄ ） が ２ ．
６ μ ｍ 及 び 孔 ピ ッ チ （ Λ ） が ２ ． ８ μ ｍ で 、 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） が ０ ．
９ の も の で あ っ た 。 こ の Ｐ Ｃ Ｆ ３ ｍ に 波 長 （ λ ） ０ ． ８ ５ μ ｍ の 光 、 す な わ ち 、 細 孔 の 孔
ピ ッ チ （ Λ ） よ り も 小 さ い 波 長 （ λ ） の 光 を 伝 送 さ せ た 。 規 格 化 周 波 数 （ Ｖ ｅ ｆ ｆ ） は １
１ ． ９ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の と き 、 出 射 端 面 に お い て 図 ２ に 示 す よ う な ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ ー ン が 観 測 さ れ た 。 図
２ に 示 す ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ ー ン は 基 本 モ ー ド の も の で あ り 、 す な わ ち 、 そ れ は シ ン グ ル
モ ー ド 動 作 し て い る こ と を 意 味 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 規 格 化 周 波 数 （ Ｖ ｅ ｆ ｆ ） が １
１ ． ９ と い う 条 件 に お い て シ ン グ ル モ ー ド 動 作 す る と い う こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 こ の Ｐ Ｃ Ｆ を 曲 率 半 径 ５ ｍ ｍ に 曲 げ て も 伝 送 損 失 の 増 加 は 確 認 さ れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 実 験 ２ ＞
実 験 １ で 用 い た Ｐ Ｃ Ｆ と 、 細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る 孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） を 変 量 し た 複 数 種
の Ｐ Ｃ Ｆ に つ い て 、 そ れ ぞ れ に あ る 波 長 （ λ ） の 光 を 伝 送 さ せ 、 実 験 １ と 同 様 に 出 射 端 面
の ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ ー ン の 観 測 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の と き 、 全 て の 場 合 で 出 射 端 面 に お い て シ ン グ ル モ ー ド 動 作 を 示 す ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ
ー ン が 観 測 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ３ は 、 伝 送 光 の 波 長 に 対 す る 細 孔 の 孔 ピ ッ チ の 比 （ Λ ／ λ ） と 規 格 化 周 波 数 （ Ｖ ｅ ｆ ｆ
） と の 関 係 を 示 し た も の で あ る が 、 全 て の 場 合 で 規 格 化 周 波 数 （ Ｖ ｅ ｆ ｆ ） が ４ ． １ ～ １
２ ． ０ で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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（ 実 施 形 態 ２ ）
図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ で 用 い る Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ を 示 す 。 な お 実 施 形 態 １ と 同 一 部 分 は 同
一 符 号 で 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ は 、 コ ア １ １ に 隣 接 し た ６ つ の 細 孔 １ ２ ａ の う ち 一 対 の 対 向 し た 細 孔 １ ２
ａ の 孔 径 が 他 の も の よ り も 大 き く 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 偏 波 保 持 機 能 を 有 す る よ
う に さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 形 態 １ と 同 一 で あ る 。 な お 、 こ の Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ の 細 孔
の 孔 径 （ ｄ ） は 、 そ の 一 対 の 細 孔 を 除 い た 細 孔 の 孔 径 で 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ し て 、 以 上 の Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ に 下 記 関 係 式 で 定 義 さ れ る 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １
２ ． ０ と な る よ う に コ ア １ １ に 光 を 伝 送 さ せ る と 、 図 ５ に 出 射 端 面 の ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ
ー ン を 示 す よ う に 、 そ の 光 の 伝 送 が シ ン グ ル モ ー ド 動 作 で 行 わ れ る 。 な お 、 こ の と き 、 伝
送 さ れ る 光 の 波 長 は 、 Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ の 細 孔 １ ２ ａ の 孔 ピ ッ チ （ Λ ） よ り も 短 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 光 の 伝 送 方 法 を 計 測 器 ・ セ ン サ 用 途 や 光 伝 送 路 用 途 と し て 用 い れ ば 、 光 信 号 を 安 定 し
て 伝 送 す る こ と が で き 、 ま た 、 光 軸 を 合 わ せ て レ ー ザ 光 源 か ら の レ ー ザ 光 の 伝 送 用 途 に 用
い れ ば 、 レ ー ザ 光 を 適 正 に 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ そ の 他 の 実 施 形 態 ）
上 記 実 施 形 態 ２ で は 、 コ ア １ １ に 隣 接 し た 細 孔 １ ２ ａ の う ち 一 対 の 細 孔 １ ２ ａ の 孔 径 を 大
き く す る こ と に よ り Ｐ Ｃ Ｆ １ ０ に 偏 波 保 持 機 能 を 持 た せ た が 、 特 に こ れ に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 コ ア の 断 面 形 状 を 楕 円 に 形 成 す る 等 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 で は 、 規 格 化 周 波 数 Ｖ ｅ ｆ ｆ が ４ ． １ ～ １ ２ ． ０ と な る よ う
に Ｐ Ｃ Ｆ に 光 を 伝 送 さ せ て い る の で 、 そ の 光 を シ ン グ ル モ ー ド で 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ で 用 い る Ｐ Ｃ Ｆ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 験 １ の 光 の 伝 送 に お け る Ｐ Ｃ Ｆ の 出 射 端 面 の ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ ー ン を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 伝 送 光 の 波 長 に 対 す る 細 孔 の 孔 ピ ッ チ の 比 （ Λ ／ λ ） と 細 孔 の 孔 ピ ッ チ に 対 す る
孔 径 の 比 （ ｄ ／ Λ ） と の 関 係 に お け る 実 験 ２ の 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ で 用 い る Ｐ Ｃ Ｆ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 ２ の 光 の 伝 送 に お け る Ｐ Ｃ Ｆ の 出 射 端 面 の ニ ア フ ィ ー ル ド パ タ ー ン を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 Ｐ Ｃ Ｆ
１ １ 　 コ ア
１ ２ 　 ク ラ ッ ド
１ ２ ａ 　 細 孔
１ ３ 　 被 覆 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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